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│
│
井
上
哲
次
郎
、
潘
飛
声
、
関
桂
林
を
中
心
に
し
て
│
│

龔

穎

漢
詩
唱
和
を
通
し
て
の
近
代
日
中
文
人
交
流

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
の
年
初
以
来
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
伝
播
に
よ
る
影
響
が
当
初
の
予
測
よ
り
か
な
り
長
引
き
、
全
世
界
範
囲
で
そ
の
被

害
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
経
済
面
で
の
不
振
な
ど
と
比
べ
る
と
、
疫
病
退
治
の
諸
措
置（
例
え
ば
、
隔
離
、
都
市
封
鎖
な
ど
）

が
取
ら
れ
た
た
め
に
、
人
と
人
と
の
間
に
新
た
な
「
壁
」
つ
ま
り
隔
た
り
が
生
じ
て
く
る
こ
と
が
益
々
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
明
治
二
十
年
代
つ
ま
り
十
九
世
紀
八
十
年
代
後
期
に
始
ま
る
日
中
人
物
交
流
の
一
例
を
掘
り
出
し
、

そ
の
交
流
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

近
現
代
日
本
哲
学
史
・
思
想
史
を
考
え
る
際
に
、
元
東
京
大
学
哲
学
科
教
授
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
）
は

避
け
て
通
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
哲
学
の
日
本
へ
の
導
入
に
つ
と
め
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
観
念
論
と
伝
統
を
持
つ
仏
教
と

を
結
合
し
て
「
現
象
即
実
在
論
」
を
主
張
し
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
哲
学
の
基
本
性
格
を
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
井

上
哲
次
郎
は
政
府
の
支
持
を
得
な
が
ら
、
社
会
活
動
や
国
民
道
徳
教
育
な
ど
に
も
熱
心
に
参
与
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
三
大
時
期
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を
経
な
が
ら
、
日
本
哲
学
会
を
創
立
し
、
ま
た
そ
の
会
長
も
長
く
務
め
た
。
井
上
の
道
徳
教
育
論
な
ど
は
当
時
の
日
本
の
み
な
ら
ず
、

中
国
や
韓
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

井
上
道
徳
教
育
論
の
近
代
中
国
に
お
け
る
受
容
と
変
容
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
筆
者
も
二
〇
一
四
年
発
行
さ
れ
た
『
倫

理
研
究
所
紀
要

第
二
十
三
号
』
に
「
明
治
日
本
の
道
徳
教
科
書
と
近
代
中
国
│
│
井
上
著
道
徳
教
科
書
と
蔡
元
培
『
中
学
修
身
教

科
書
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
拙
論
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
に
資
料
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、

井
上
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
後
半
期
に
、
ベ
ル
リ
ン
に
居
合
わ
せ
た
中
国
文
人
と
の
交
流
・
交
遊
の
史
料
に
興
味
を
覚
え
た
。
本
稿

で
は
井
上
の
ド
イ
ツ
留
学
の
日
記
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
こ
の
交
流
の
発
端
、
経
緯
と
そ
の
特
色
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
付
属
東
洋
語
学
校
に
て
の
出
会
い

（
1
）
井
上
哲
次
郎
の
場
合

ま
ず
、
井
上
哲
次
郎
の
略
歴
と
そ
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

井
上
哲
次
郎
は
筑
前
国
太
宰
府
に
生
ま
れ
、
旧
姓
を
船
越
と
い
い
後
に
井
上
鉄
英
の
養
子
と
な
る
。
号
は
巽
軒
（
そ
ん
け
ん
）、

字
を
君
迪
と
称
し
た
。
少
年
哲
次
郎
は
、
当
時
に
お
い
て
有
名
な
儒
者
で
あ
る
中
村
徳
山
主
催
の
漢
学
塾
に
入
れ
ら
れ
、
漢
文
漢
詩

作
り
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
。
後
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
十
三
歳
の
時
、
博
多
に
出
て
村
上
研
次
郎
に
つ
い
て
英
語
を
学
び
、

続
い
て
長
崎
の
広
運
館
に
入
学
し
、
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
人
教
師
に
つ
い
て
西
洋
学
を
学
ん
だ
。
一
八
七
五
年
、
東
京
開
成
学
校
に
入

学
す
る
が
、
二
年
後
（
明
治
十
年
）
学
校
制
度
の
変
更
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
東
京
大
学
に
入
学
し
、
哲
学
及
び
政
治
学
を
専
攻
。
一

八
八
〇
年
に
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
た
。
東
京
大
学
で
は
、
井
上
は
ド
イ
ツ
哲
学
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
を
学
ん
だ
。
卒


